
（新）アジア３Ｒ事業化・制度化モデル事業推進費

１３５百万円（ ０百万円）

廃棄物・リサイクル対策部企画課循環型社会推進室

１．事業の概要

アジアの途上国では、適正な廃棄物処理及びリサイクルを進めるための

制度の構築や運用、技術の移転が不足している。このため、我が国の制度

や経験の情報を行政当局に提供するとともに、現地の実情を踏まえた日本

企業等が有する技術の展開を目指した廃棄物回収やリサイクルのための社

会的システムのモデル事業をアジアの3カ国を対象に実施する。

また、特に、日中の環境大臣が合意した川崎市と中国瀋陽市の間の循環

経済産業の発展を通じた環境にやさしい都市の構築に係る協力を推進する

ため、我が国の技術を活用した廃棄物・リサイクル事業の形成を支援する。

２．事業計画

①アジア３Ｒ事業化モデル事業

・我が国の廃棄物・リサイクルに関する法制度、技術指針等の情報、実

施経験等を提供する専門家セミナーをモデル事業対象国で開催する。

・廃棄物・リサイクル技術の途上国への適用可能性の調査を行う。

②川崎市・瀋陽市協力構築支援事業

中国瀋陽市における我が国の技術を活用した廃棄物・リサイクル事

業の形成を支援するため、対象技術の現地での適合性の調査及び技術

導入の実施可能性調査並びに対象技術の導入に対応する制度・政策の

検討及び現地関係当局への提言を行う。

次年度以降は、モデル事業についてフィージビリティー調査の実施、モ

デル事業の試行へと進めていく。

３．施策の効果

我が国の廃棄物・リサイクル対策の情報、経験を活用した途上国におけ

る適切な廃棄物対策システムの構築や、我が国企業が有する技術の途上国

への普及拡大につながることが期待される。



アジア３Ｒ事業化・制度化モデル事業推進費

アジアにおいて我が国の経
験や技術を活用した廃棄物
回収やリサイクルのシステ
ムの構築を支援

・我が国の制度、技術に関するセミ
ナー開催による知見や経験の提供

・我が国の技術の適合性調査、モ
デル事業支援

・瀋陽市への技術導入のための
適合性調査

・技術導入のための政策的対応
策の提案

アジアの途上国現地の廃棄物問題の実情や日系企業のニーズ等を踏まえた廃棄物リ
サイクルのためのシステム作りが求められている。
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